
平成 30 年度毒物劇物取扱者試験問題 

特定品目 
平成 30 年 11 月 14 日（水） 午前 10 時 30 分～12 時

注 意 事 項 

指示があるまで開いてはいけません。

１ 問題の解答は、必ずこの問題集とは別に配ってある答案用紙に記入してください。 

２ 問題は全部で７５題あり、時間は１時間３０分です。 

３ 解答方法は次のとおりです。 

   各問題には１～４までの４つの選択肢があるので、そのうちから正解を１つ選び、

次の例にならって該当する番号の    をＨＢ鉛筆を用いて塗りつぶしてください。 

例  問 100 の正解が｢３｣の場合は次のようになります。 

     100 

   悪い解答の例 …… 

４ 訂正する場合は、塗りつぶした箇所を消しゴムできれいに消してから、改めて正解の 

箇所を塗りつぶしてください。 

  鉛筆の色が残ったりした場合は、訂正したことになりませんから注意してください。 

５ ２つ以上解答した場合は誤りとします。 

６ 答案用紙は、折り曲げたりメモ等で汚したりしないように特に注意してください。 

７ 答案用紙に、受験番号・氏名・受験日を記載するとともに、該当する番号の  を塗

りつぶしてください。 

８ 答案用紙の上部中央の空欄内に試験種別「特定品目」と記載してください。 

山 形 県

１ ２ ４
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 この問題において「法」又は「法律」とは「毒物及び劇物取締法」（昭和２５年法律第

３０３号）を、「政令」とは「毒物及び劇物取締法施行令」（昭和３０年政令第２６１号）

を、「厚生労働省令」又は「省令」とは「毒物及び劇物取締法施行規則」（昭和２６年厚生

省令第４号）をそれぞれいうものとする。 

法 規 

問１ 以下の記述は、法第１条の条文である。（   ）の中に当てはまる字句の正しい

組み合わせはどれか。 

  この法律は、毒物及び劇物について、（ ａ ）の見地から必要な（ ｂ ）を行う

ことを目的とする。 

       ａ      ｂ 

１：  保健衛生上   管理 

２：  危害防止上   取締 

３：  保健衛生上   取締 

４：  危害防止上   管理 
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問２ 以下の記述は、法第３条第３項の条文の一部である。（   ）の中に当てはまる 

字句の正しい組み合わせはどれか。 

  毒物又は劇物の販売業の登録を受けた者でなければ、毒物又は劇物を販売し、 

（ ａ ）し、又は販売若しくは（ ａ ）の目的で貯蔵し、（ ｂ ）し、若しく 

 は（ ｃ ）してはならない。 

      ａ    ｂ    ｃ 

 １：  交付   所持   陳列 

 ２：  授与   所持   使用 

 ３：  交付   運搬   使用 

 ４：  授与   運搬   陳列 

問３ 以下の記述は、法第３条の３の条文である。（   ）の中に当てはまる字句の正

しい組み合わせはどれか。 

  興奮、幻覚又は（ ａ ）の作用を有する毒物又は劇物（これらを含有する物を含

む。）であつて政令で定めるものは、みだりに（ ｂ ）し、若しくは吸入し、又はこ

れらの目的で（ ｃ ）してはならない。 

      ａ    ｂ    ｃ 

 １：  麻酔   摂取   所持 

 ２：  催眠   摂取   譲渡 

 ３：  麻酔   注射   譲渡 

 ４：  催眠   注射   所持 
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問４ 以下の物質のうち、法第３条の４に規定する引火性、発火性又は爆発性のある毒物

又は劇物であって政令で定めるものとして、正しいものの組み合わせはどれか。 

 ａ トルエン 

 ｂ ナトリウム 

 ｃ ピクリン酸 

 ｄ 四アルキル鉛 

 １：（ａ、ｂ）   ２：（ａ、ｄ）   ３：（ｂ、ｃ）   ４：（ｃ、ｄ） 

問５ 毒物又は劇物の営業の登録に関する以下の記述のうち、正しいものはどれか。 

  ただし、本問中「都道府県知事」は、「都道府県知事(その店舗の所在地が、保健所を 

設置する市又は特別区の区域にある場合においては、市長又は区長)」である。 

 １：毒物又は劇物の製造業者が、その製造した毒物又は劇物を、他の毒物又は劇物営業 

者に販売する場合には、毒物又は劇物の販売業の登録を受けなければならない。 

２：毒物又は劇物の販売業の登録は、店舗ごとにその店舗の所在地の都道府県知事が行

う。 

３：毒物又は劇物の製造業の登録は、６年ごとに、更新を受けなければその効力を失う。 

４：毒物劇物営業者は、登録票を破り、汚したときであっても、登録票の再交付を申請

することができない。 

問６ 法第３条の２第９項の規定により、モノフルオール酢酸アミドを含有する製剤の

着色の基準として定められている色で正しいものはどれか。 

 １：紅色   ２：緑色   ３：青色   ４：深紅色 
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問７ 省令第４条の４第２項に規定する毒物又は劇物の販売業の店舗の設備基準に関する

以下の記述について、正しい組み合わせはどれか。 

 ａ 毒物又は劇物を貯蔵する場所にかぎをかける設備があること。ただし、その場所が

性質上かぎをかけることができないものであるときは、この限りでない。 

 ｂ 毒物又は劇物を含有する粉じん、蒸気又は廃水の処理に要する設備又は器具を備え

ていること。 

 ｃ 毒物又は劇物の運搬用具は、毒物又は劇物が飛散し、漏れ、又はしみ出るおそれが 

ないものであること。 

 ｄ 貯水池その他容器を用いないで毒物又は劇物を貯蔵する設備は、毒物又は劇物が飛 

散し、地下にしみ込み、又は流れ出るおそれのないものであること。 

ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １：  誤   正   誤   正 

 ２：  正   誤   正   正 

 ３：  誤   誤   正   誤 

 ４：  正   正   正   誤 

問８ 特定毒物研究者の許可に関する以下の記述のうち、正しいものはどれか。 

 １：許可を受けようとする者は、その主たる研究所の所在地の警察署に申請書を提出し

なければならない。 

２：毒物若しくは劇物又は薬事に関する罪を犯し、罰金以上の刑に処せられた者は、生

涯許可を受けることはできない。 

 ３：毒物に関し相当の知識を持つ者であっても、学術研究上特定毒物を製造し、又は使

用することを必要とする者でなければ、許可を取得できない。 

 ４：許可を取り消された者は、取消しの日から起算して３年を経過しなければ、許可を

取得することができない。 
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問９ 毒物劇物取扱責任者に関する以下の記述のうち、正しいものの組み合わせはどれか。 

 ａ 毒物劇物取扱者試験に合格した者であれば、年齢にかかわらず、毒物劇物取扱責任

者になることができる。 

ｂ 毒物劇物営業者は、毒物劇物取扱責任者を変更したときは、30 日以内に届け出な 

ければならない。 

ｃ 毒物又は劇物の販売業者は、毒物又は劇物を直接に取り扱わない店舗においても、 

毒物劇物取扱責任者を置かなければならない。 

ｄ 毒物劇物営業者は、自らが毒物劇物取扱責任者として毒物又は劇物による保健衛生 

上の危害の防止に当たる製造所、営業所又は店舗には、専任の毒物劇物取扱責任者を 

別に置く必要はない。 

 １：（ａ、ｂ）   ２：（ａ、ｃ）   ３：（ｂ、ｄ）   ４：（ｃ、ｄ） 

問１０ 法第９条の規定により、毒物又は劇物の製造業者又は輸入業者があらかじめ登録

の変更を受けなければならない事項に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わ

せはどれか。 

 ａ 登録を受けた毒物又は劇物以外の毒物又は劇物を製造し、又は輸入しようとすると 

き。 

 ｂ 製造所又は営業所の電話番号を変更しようとするとき。 

 ｃ 法人である毒物又は劇物の製造業者又は輸入業者が代表者を変更しようとすると

き。 

 ｄ 製造所又は営業所の名称を変更しようとするとき。 

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １：  正   誤   誤   誤 

 ２：  誤   正   正   誤 

 ３：  正   誤   正   正 

 ４：  正   正   誤   正 
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問１１ 法第１１条第４項の規定により、毒物劇物営業者が、飲食物の容器として通常使

用される物を、その容器として使用してはならないとされる劇物としての省令の規定は

どれか。 

 １：ガス体又は揮発性の劇物    

２：液体状の劇物    

３：刺激臭のない劇物 

４：すべての劇物 

問１２ 法第１２条第２項の規定により、毒物劇物営業者が、販売又は授与する毒物又は

劇物の容器及び被包に表示しなければならない事項に関する以下の記述について、正し

いものの組み合わせはどれか。 

 ａ 毒物又は劇物の名称 

 ｂ 毒物又は劇物の使用上の注意 

 ｃ 毒物又は劇物の廃棄の方法 

 ｄ 毒物又は劇物の成分及びその含量 

 １：（ａ、ｂ）   ２：（ａ、ｄ）   ３：（ｂ、ｃ）   ４：（ｃ、ｄ） 
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問１３ 毒物又は劇物の製造業者が製造した硫酸を含有する製剤たる劇物（住宅用の洗浄

剤で液体状のものに限る。）を販売するときに、容器及び被包に表示しなければならな

い事項に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

 ａ 小児の手の届かないところに保管しなければならない旨 

 ｂ 居間等人が常時居住する室内では使用してはならない旨 

 ｃ 皮膚に触れた場合は、石けんを使ってよく洗うべき旨 

 ｄ 眼に入った場合は、直ちに流水でよく洗い、医師の診断を受けるべき旨 

   ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１：  正   正   正   正 

 ２：  誤   正   誤   正 

 ３：  正   誤   誤   正 

 ４：  誤   正   正   誤 

問１４ 特定の用途に供される毒物又は劇物の販売等に関する以下の記述のうち、正しい

ものはどれか。 

   １：硫酸タリウムを含有する製剤たる劇物は、あせにくい黒色で着色したものでなけれ 

ば、農業用として販売又は授与してはならない。 

   ２：ロテノンを含有する製剤たる劇物は、あせにくい青色で着色したものでなければ、 

農業用として販売又は授与してはならない。 

   ３：モノクロル酢酸を含有する製剤たる劇物は、あせにくい黒色で着色したものでなけ 

れば、農業用として販売又は授与してはならない。 

   ４：燐
りん

化亜鉛を含有する製剤たる劇物は、あせにくい青色で着色したものでなければ、 

農業用として販売又は授与してはならない。 
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問１５ ジメチル－２・２－ジクロルビニルホスフエイト（別名ＤＤＶＰ）を含有する製

剤（衣料用の防虫剤に限る。）を、一般消費者の生活の用に供するために販売する際の

基準に関する以下の記述について、正しいものの組み合わせはどれか。 

 ａ 品質及び構造が耐酸性試験、漏れ試験に合格するものであること。  

 ｂ 当該製剤に直接触れることができない構造であること。 

 ｃ 当該製剤が漏出しない構造であること。 

 ｄ あせにくい黒色で着色していること。 

 １：（ａ、ｃ）   ２：（ａ、ｄ）   ３：（ｂ、ｃ）   ４：（ｂ、ｄ） 

問１６ 毒物又は劇物の譲渡手続に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせ

はどれか。 

 ａ 毒物劇物営業者が、毒物を他の毒物劇物営業者に販売するときに譲受人から提出を 

受ける書面には、譲受人からの押印がなされていなければならない。 

 ｂ 毒物劇物営業者が、劇物を毒物劇物営業者以外の者に販売するときに譲受人から提 

出を受ける書面には、譲受人の年齢は記載されていなくともよい。 

 ｃ 毒物劇物営業者が、劇物を他の毒物劇物営業者に販売したときに記載しておく書面 

には、譲受人の住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）が記載されていなけ 

ればならない。 

 ｄ 毒物劇物営業者は、毒物を毒物劇物営業者以外の者に販売するときに譲受人から提 

出を受けた書面を８年間保存しなければならない。 

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １：  正   誤   正   誤 

 ２：  正   正   誤   正 

 ３：  誤   誤   正   正 

 ４：  誤   正   正   誤 
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問１７ 毒物劇物営業者による毒物又は劇物の交付に関する以下の記述のうち、正しいも

のの組み合わせはどれか。 

 ａ 18 歳の者に交付することができる。 

 ｂ 麻薬中毒者への交付は禁止されているが、覚せい剤中毒者への交付については規制 

されていない。 

 ｃ 心身の障害により毒物又は劇物による保健衛生上の危害の防止の措置を適正に行う 

ことができない者として、省令で定めるものには交付できない。 

 ｄ 毒物又は劇物に関する罪を犯し、罰金以上の刑に処せられ、その執行を終わった日 

から起算して３年を経過していない者には交付できない。 

 １：（ａ、ｂ）   ２：（ａ、ｃ）   ３：（ｂ、ｄ）   ４：（ｃ、ｄ） 
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問１８ 以下の記述は、政令第４０条の条文の一部である。（   ）の中に当てはまる

字句の正しい組み合わせはどれか。 

  法第１５条の２の規定により、毒物若しくは劇物又は法第１１条第２項に規定する政

令で定める物の廃棄の方法に関する技術上の基準を次のように定める。 

 一 （ ａ ）、加水分解、酸化、還元、（ ｂ ）その他の方法により、毒物及び劇物

並びに法第１１条第２項に規定する政令で定める物のいずれにも該当しない物とする

こと。 

 二 ガス体又は揮発性の毒物又は劇物は、保健衛生上危害を生ずるおそれがない場所

で、少量ずつ放出し、又は揮発させること。 

 三 可燃性の毒物又は劇物は、保健衛生上危害を生ずるおそれがない場所で、少量ずつ

燃焼させること。 

 四 前各号により難い場合には、地下１メートル以上で、かつ、（ ｃ ）を汚染する

おそれがない地中に確実に埋め、海面上に引き上げられ、若しくは浮き上がる恐れが

ない方法で海水中に沈め、又は保健衛生上危害を生ずるおそれがないその他の方法で

処理すること。 

      ａ    ｂ     ｃ 

 １：  中和   濃縮   田畑 

 ２：  中和   稀
き

釈   地下水 

 ３：  飽和   濃縮   地下水 

 ４：  飽和   稀
き

釈   田畑 
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問１９ 毒物又は劇物の使用方法、運搬、貯蔵その他の取扱に関する以下の記述のうち、

正しいものはどれか。

 １：四アルキル鉛を含有する製剤をガソリンに混入する場合には、ガソリン１リットル

につき四アルキル鉛 1.3 立方センチメートルの割合をこえて混入してはならない。 

 ２：モノフルオール酢酸の塩類を含有する製剤を餌として用いて野ねずみの駆除を行う

場合には、屋内で行わなければならない。 

 ３：モノフルオール酢酸の塩類を含有する製剤を液体の状態で用いて野ねずみの駆除を

行う場合には、食糧倉庫以外の場所で行わなければならない。 

 ４：燐
りん

化アルミニウムとその分解促進剤とを含有する製剤は、通気性のある容器で保管

しなければならない。 

問２０ 水酸化カリウムを車両で１回につき 5,000 キログラム以上運搬する場合の方法に

関する以下の記述について、正しいものの組み合わせはどれか。 

 ａ 車両には、0.3 メートル平方の板に地を黄色、文字を黒色として「毒」と表示した 

標識を掲げなければならない。 

 ｂ 車両には、一人分の防毒マスク、ゴム手袋その他事故の際に応急の措置を講ずるた 

めに必要な保護具で省令で定めるものを備えなければならない。 

 ｃ 一人の運転者による運転時間が、一日当たり９時間を超える場合は、交替して運転 

する者を同乗させなければならない。 

 ｄ 運搬を他に委託する場合は、その荷送人は、運送人に対し、あらかじめ、名称、成 

分及び含量並びに数量並びに事故の際に講じなければならない応急の措置の内容を記 

載した書面を交付しなければならない。 

１：（ａ、ｂ）   ２：（ａ、ｃ）   ３：（ｂ、ｄ）   ４：（ｃ、ｄ） 
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問２１ 毒物又は劇物の事故の際の措置に関する以下の記述の正誤について、正しい組み

合わせはどれか。 

 ａ 特定毒物研究者が、保管していた特定毒物を紛失した場合は、直ちに警察署に届け 

出なければならない。 

 ｂ 農家が、取り扱っていた劇物である農薬を紛失した場合は、直ちに警察署に届け出 

なければならない。 

 ｃ 毒物劇物販売業者が、取り扱っている毒物を紛失した場合は、少量であれば警察署 

に届出をしなくともよい。 

 ｄ 毒物劇物運送業者が、積載していた劇物を飛散させた場合において、不特定の者に 

保健衛生上の危害が生ずるおそれがあるときは、直ちにその旨を保健所、警察署又は 

消防機関に届け出るとともに、保健衛生上の危害を防止するために必要な応急の措置 

を講じなければならない。 

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １：  誤   誤   誤   正 

 ２：  正   正   誤   正 

 ３：  誤   正   正   誤 

 ４：  正   誤   正   正 
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問２２ 都道府県知事が行う監視指導及び処分に関する以下の記述について、正しいもの

の組み合わせはどれか。 

 ａ 保健衛生上必要があると認めるときは、毒物劇物監視員に、業務上毒物若しくは劇

物を取り扱う場所に立ち入りさせ、関係者に質問させることができる。 

ｂ 毒物劇物監視員に、毒物劇物営業者が所有する全ての毒物及び劇物を没収させるこ

とができる。 

 ｃ 毒物劇物販売業の毒物劇物取扱責任者について法律に違反する行為があったときは、

その毒物劇物販売業者に対して、毒物劇物取扱責任者の変更を命ずることができる。 

 ｄ 毒物劇物販売業の登録を受けている者が法律に違反した場合は、期間を定めて、業

務の全部若しくは一部の停止を命じなければならない。 

 １：（ａ、ｂ）   ２：（ａ、ｃ）   ３：（ｂ、ｄ）   ４：（ｃ、ｄ） 

問２３ 毒物又は劇物の販売業の登録が失効した場合の措置に関する以下の記述につい

て、（   ）の中に入れるべき字句の正しい組み合わせはどれか。 

  毒物又は劇物の販売業者は、その営業の登録が効力を失ったときは（ ａ ）に、そ

の店舗の所在地の都道府県知事に現に所有する特定毒物の品名及び数量を届け出なけれ

ばならない。この届出をしなければならないこととなった日から起算して（ ｂ ）で

あれば、特定毒物を他の毒物劇物販売業者に譲渡することができる。 

       ａ       ｂ 

 １：  15 日以内   30 日以内 

 ２：  15 日以内   50 日以内 

 ３：  30 日以内   50 日以内 

 ４：  30 日以内   60 日以内 



- 14 - 

問２４ 法第２２条第１項又は第２項の規定により、その事業場の所在地の都道府県知事 

（その事業場の所在地が保健所を設置する市又は特別区の区域にある場合においては、 

市長又は区長。）に届け出なければならない者に関する以下の記述の正誤について、正 

しい組み合わせはどれか。 

 ａ シアン化ナトリウムを使用して、電気めっきを行う事業者 

 ｂ 砒
ひ

素化合物たる毒物及びこれを含有する製剤を使用して、しろありの防除を行う事

業者 

 ｃ ホルムアルデヒドを含有する製剤を使用する塗装業者 

 ｄ 最大積載量 5,000 キログラムのタンクローリー車で、メタノールを 10％含有する

製剤で液体状のものを運送する事業者 

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１：  正   正   正   正 

 ２：  正   正   誤   誤 

 ３：  誤   誤   正   正 

 ４：  誤   正   正   誤 
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問２５ 毒物劇物営業者の登録に関する以下の記述について、正しいものの組み合わせは

どれか。 

 ａ 毒物又は劇物の販売業の登録申請書には、毒物若しくは劇物を直接取り扱う店舗の

設備の概要図を添付しなければならない。 

 ｂ 毒物又は劇物製造業登録申請書には、申請者が法人であるときは、定款若しくは寄

附行為又は登記事項証明書を添付しなければならない。 

 ｃ 毒物又は劇物の輸入業の登録の更新は、登録の日から起算して３年を経過した日の

１か月前までに、登録更新申請書に登録票を添えて厚生労働大臣又は都道府県知事に

提出することによって行うものである。 

 ｄ 厚生労働大臣又は都道府県知事は、毒物又は劇物の輸入業の登録更新を行ったとき

は、登録更新を申請した者が希望する場合、登録票を交付しなければならない。 

１：（ａ、ｂ）   ２：（ａ、ｃ）   ３：（ｂ、ｄ）   ４：（ｃ、ｄ） 
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基礎化学 

問２６ 以下の記述を表した操作方法や現象名の組み合わせのうち、正しいものはどれか。 

 １：液体空気から窒素と酸素を別々に取り出す。 ・・・・・・・・・・・ 抽出 

 ２：すりつぶした大豆から、溶媒にヘキサンを使って大豆油 

を取り出す。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 分留 

 ３：砂粒が混ざったヨウ素を温めて、ヨウ素だけを取り出す。 ・・・・・ 昇華 

 ４：砂の混ざった水から、砂と水を分離する。 ・・・・・・・・・・・・ 再結晶 

問２７ 以下の記述のうち、下線部が単体ではなく元素の意味で用いられている正しいも

のの組み合わせはどれか。 

 ａ エタノールは炭素、水素、酸素からなる。 

 ｂ 水を電気分解すると、酸素と水素が発生する。 

 ｃ 水素はヘリウムより原子量が小さい。 

 ｄ 空気中には、窒素が多く含まれている。 

 １：（ａ、ｂ）   ２：（ａ、ｃ）   ３：（ｂ、ｄ）   ４：（ｃ、ｄ） 

問２８ 以下の記述のうち、化学変化であるものはどれか。 

 １：水の電気分解   ２：水の蒸発   ３：水蒸気の凝縮   ４：氷の融解 
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問２９ 原子の構造に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

 ａ 原子は、原子核とそれをとりまくいくつかの電子とからできている。 

 ｂ 陽子１個と電子１個のもつ電荷の絶対値は等しい。 

 ｃ 原子の質量は原子核の質量にほぼ等しい。 

 ｄ 原子核に含まれる中性子の数は、元素ごとに一つの数に決まっている。 

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １：  誤   正   誤   誤 

 ２：  誤   誤   正   正 

 ３：  正   誤   正   誤 

 ４：  正   正   正   誤 

問３０ 以下の原子及びイオンのうち、陽子の数と中性子の数が等しいものはどれか。 

 １：７Ｌｉ   ２：１４Ｎ   ３：２３Ｎａ＋   ４：１８Ｏ２－

問３１ 以下の分子及びイオンのうち、含まれる電子の数が、ＮＨ３に含まれる電子の数

と異なるものはどれか。 

 １：Ｈ２Ｏ   ２：ＯＨ－   ３：ＣＯ   ４：ＮＨ４
＋

問３２ 以下の元素のうち、アルカリ土類金属元素はどれか。 

 １：Ｎａ   ２：Ｃａ   ３：Ｃ   ４：Ａｌ 
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問３３ イオン結晶に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

 ａ 陽イオンと陰イオンの間には静電気力（クーロン力）がはたらいている。 

 ｂ 硬いが、外部からの強い力を加えると割れやすくもろい。 

 ｃ 結晶のままでは電気を導かないが、水に溶かしたり、融解して液体にしたりすると

電気を導くようになる。 

ｄ 塩化カルシウムでは、含まれるカルシウムイオンと塩化物イオンの物質量比は 

１：１である。 

         ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １：  正   正   正   誤 

 ２：  正   誤   誤   正 

 ３：  誤   正   正   正 

 ４：  誤   正   誤   正 

問３４ 以下の物質のうち、原子間の結合には極性があるが、分子全体として無極性分子

となるのはどれか。 

 １：ＣＯ２   ２：Ｈ２Ｏ   ３：ＨＣｌ   ４：Ｃｌ２

問３５ 二酸化炭素（ＣＯ２）0.75mol に含まれる酸素原子の数として、正しいものはど

れか。ただし、アボガドロ定数は 6.0×1023／mol とする。 

 １：4.5×1023  個    

２：6.0×1023  個    

３：7.5×1023  個 

４：9.0×1023  個 
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問３６ 以下の物質のうち、標準状態における密度が最も大きい気体はどれか。ただし、

原子量はＨ＝1.0、Ｃ＝12、Ｎ＝14、Ｏ＝16、Ｃｌ＝35.5 とする。 

 １：Ｃｌ２   ２：ＨＣｌ   ３：ＣＨ４   ４：ＮＨ３

問３７ 以下の化学反応式について、（   ）の中に入れるべき数字の正しい組み合わ

せはどれか。 

  （ ａ ）ＣＨ３ＯＨ ＋（ ｂ ）Ｏ２ →（ ｃ ）ＣＯ２＋（ ｄ ）Ｈ２Ｏ  

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １：  １   ２   １   ２ 

 ２：  １   ２   １   ４ 

 ３：  ２   ３   ２   ４ 

 ４：  ２   ３   ２   ２ 

問３８ 以下の物質のうち、水に溶かしたとき、水溶液が中性を示すものはどれか。 

 １：ＣＨ３ＣＯＯＮａ    

２：Ｋ２ＣＯ３

３：ＮａＨＣＯ３

４：ＫＮＯ３
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問３９ 以下の化学反応式のうち、下線部の物質が酸化剤としてはたらいているものはど

れか。 

 １：２Ｈ２Ｓ＋ＳＯ２→３Ｓ＋２Ｈ２Ｏ 

 ２：ＳＯ２＋Ｈ２Ｏ２→Ｈ２ＳＯ４

 ３：Ｃｕ＋２Ｈ２ＳＯ４→ＣｕＳＯ４＋２Ｈ２Ｏ＋ＳＯ２ 

 ４：ＮａＯＨ＋ＨＣｌ→ＮａＣｌ＋Ｈ２Ｏ 

問４０ 以下のイオン及び化合物のうち、下線部の原子の酸化数として正しい組み合わせ

はどれか。 

 ａ ＮＯ３
－   ｂ Ｈ２Ｏ２   ｃ ＣｕＳＯ４

      ａ    ｂ    ｃ 

 １：  ＋４   －２   ＋４ 

 ２：  ＋４   －２   ＋６ 

 ３：  ＋５   －１   ＋６ 

 ４：  ＋５   －１   ＋４ 

問４１ 以下の物質のうち、塩酸を加えると、水素を発生して溶解するが、濃硝酸を加

えてもほとんど溶解しないものはどれか。 

 １：Ｎａ   ２：Ｍｇ   ３：Ｃｕ   ４：Ａｌ 
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問４２ 電池に関する以下の記述について、（   ）の中に入れるべき字句の正しい組

み合わせはどれか。 

  イオン化傾向の異なる２種類の金属板を電解質水溶液に浸し、導線でつなぐとイオン

化傾向の（ ａ ）方の金属がイオンとなって溶け出し、電子が導線を伝わってもう一

方の金属板に移動する。このとき、電子が流れ込む金属板が（ ｂ ）で、その金属板

上では（ ｃ ）反応が起こる。

      ａ    ｂ    ｃ

 １：  小さい   正極   酸化

２：  小さい   負極   還元

３：  大きい   正極   還元

４：  大きい   負極   酸化 

問４３ 以下の熱化学方程式のうち、二酸化炭素の生成熱を表すものはどれか。 

 １：ＣＨ４（気）＋２Ｏ２（気）＝ＣＯ２（気）＋２Ｈ２Ｏ（液）＋891KJ 

 ２：１/２Ｎ２（気）＋１/２Ｏ２（気）＝ＮＯ（気）－90.3KJ

３：Ｃ（黒鉛）＋Ｏ２（気）＝ＣＯ２（気）＋394KJ

４：Ｃ２Ｈ６（気）＋７/２Ｏ２（気）＝２ＣＯ２（気）＋３Ｈ２Ｏ（液）＋1561KJ 

問４４ ハロゲンとその化合物に関する以下の記述のうち、正しいものはどれか。 

 １：ハロゲンの単体は、いずれも常温・常圧で気体である。 

 ２：臭素は、ガラスを侵す。 

 ３：銀のハロゲン化合物は、いずれも水に溶けやすい。 

 ４：ハロゲンの単体の酸化力は、原子番号が大きいほど弱くなる。 
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問４５ 硫黄の化合物に関する以下の記述のうち、正しいものはどれか。 

１：硫化水素は、還元作用をもち、二酸化硫黄と反応して硫黄を生じる。 

２：二酸化硫黄が水に溶けると、主に硫酸を生成し、その溶液は強酸性を示す。 

３：硫化水素が水に溶けると、その溶液は中性を示す。 

４：熱せられた濃硫酸には、強い還元作用がある。 

問４６ 以下の実験操作と、主に発生する気体の組み合わせのうち、正しいものはどれか。 

        実験操作                    発生する気体 

 １：亜硝酸アンモニウムの水溶液を加熱する ・・・・・・・・・・ ＮＨ３

 ２：塩素酸カリウムと酸化マンガン(Ⅳ)の混合物を加熱する ・・・ Ｏ２

 ３：希塩酸にマグネシウム片を加える ・・・・・・・・・・・・・ Ｃｌ２

 ４：塩化ナトリウムに濃硫酸を加えて加熱する ・・・・・・・・・ ＳＯ２

問４７ 以下のうち、Ｃ４Ｈ１０の物質名として、正しいものはどれか。 

 １：メタン   ２：エタン   ３：プロパン   ４：ブタン 

問４８ アルミニウムイオンと亜鉛イオンに関する以下の記述のうち、いずれのイオンに

も当てはまるものはどれか。 

 １：水酸化ナトリウム水溶液を加えていくと、一度生じた沈殿が溶解する。 

 ２：酸性条件下で硫化水素を通じると、白色沈殿が生じる。 

 ３：アンモニア水を過剰に加えると、一度生じた沈殿が溶解する。 

 ４：炎色反応を示す。 
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問４９ エチレンに関する以下の記述のうち、正しいものはどれか。 

 １：炭素－炭素原子間の結合は、自由に回転できる。 

 ２：炭素原子間の距離は、エタンより長く、アセチレンより短い。 

 ３：エタノールと濃硫酸を 160～170℃で反応させると発生する。 

 ４：テレフタル酸と縮合重合させるとポリエチレンテレフタラートが得られる。 

問５０ 分子式Ｃ３Ｈ８Ｏで表される有機化合物の構造異性体は何種類あるか。 

 １：２種類   ２：３種類   ３：４種類   ４：５種類 
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性質、識別及び貯蔵その他取扱方法（特定品目） 

問５１、５２ 以下の物質を含有する製剤で、劇物の指定から除外される濃度の上限とし

て、正しいものはどれか。 

  問５１ アンモニア   問５２ クロム酸鉛 

 １：５％   ２：６％   ３：10％   ４：70％ 

問５３、５４、５５ 以下の物質を、車両を使用して運搬する場合、車両に備えなければ

ならない保護具について、省令第１３条の６に規定するものとして、正しいものはどれか。 

  問５３ 塩化水素及びこれを含有する製剤（塩化水素 10％以下を含有するものを除

く。）で液体状のもの 

  問５４ 水酸化ナトリウム及びこれを含有する製剤（水酸化ナトリウム５％以下を含

有するものを除く。）で液体状のもの 

  問５５ ホルムアルデヒド及びこれを含有する製剤（ホルムアルデヒド１％以下を含

有するものを除く。）で液体状のもの 

 １：保護手袋、保護長ぐつ、保護衣、保護眼鏡 

 ２：保護手袋、保護長ぐつ、保護衣、酸性ガス用防毒マスク 

 ３：保護手袋、保護長ぐつ、保護衣、普通ガス用防毒マスク 

 ４：保護手袋、保護長ぐつ、保護衣、有機ガス用防毒マスク 
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問５６、５７、５８ 以下の物質の性状に関する記述として、最も適当なものはどれか。 

  問５６ 塩素   問５７ 酢酸エチル   問５８ 水酸化カリウム 

 １：無色透明の液体で、果実様の芳香を有する。 

 ２：空気中の酸素によって一部酸化され、ぎ酸を生じる。 

 ３：空気中に放置すると、水分と二酸化炭素を吸収して潮解する。 

 ４：常温において、窒息性臭気を有する黄緑色の気体である。 

問５９ 塩化水素に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

 ａ 無色の揮発性液体で、特異臭と甘味を有する。 

 ｂ メタノール、エタノール、エーテルに易溶である。 

 ｃ 酸化剤、紙・パルプの漂白剤、殺菌剤として用いられる。 

 ｄ 湿った空気中で激しく発煙する。 

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １：  正   誤   誤   誤 

 ２：  正   正   誤   正 

 ３：  誤   誤   正   正 

 ４：  誤   正   誤   正 



- 26 - 

問６０ キシレンに関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

 ａ 無色透明の液体である。 

 ｂ 水に不溶である。 

 ｃ 皮膚からも吸収され、吸入した場合と同様の中毒症状を起こすことがある。 

 ｄ 中和法により廃棄する。 

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １：  正   誤   正   誤 

 ２：  誤   正   誤   誤 

 ３：  正   正   正   誤 

 ４：  正   誤   誤   正 

問６１ 重クロム酸ナトリウムに関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせは

どれか。 

 ａ 白色結晶である。 

 ｂ 潮解性を有する。 

 ｃ 水に不溶である。 

 ｄ 還元沈殿法により廃棄する。 

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １：  正   正   誤   誤 

 ２：  正   誤   誤   正 

 ３：  誤   誤   正   正 

 ４：  誤   正   誤   正 
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問６２ メタノールに関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

 ａ 無色透明、不揮発性の液体である。 

 ｂ 致死量に近ければ麻酔状態になり、視神経が侵され、目がかすみ、失明することが

ある。 

 ｃ 燃焼法、活性汚泥法により廃棄する。 

ｄ サリチル酸と濃硫酸とともに熱すると、芳香のあるサリチル酸メチルエステルを生

成する。 

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １：  正   正   誤   誤 

 ２：  正   誤   正   正 

 ３：  誤   正   正   正 

 ４：  誤   正   正   誤 

問６３、６４ 以下の物質の貯蔵方法として、最も適当なものはどれか。 

  問６３ クロロホルム   問６４ 水酸化カリウム 

 １：二酸化炭素と水を強く吸収するため、密栓をして貯蔵する。 

 ２：亜鉛又は錫
すず

めっきをした鋼鉄製容器を使用し、高温に接しない場所に貯蔵する。 

 ３：冷暗所に貯蔵する。純品は空気と日光によって変質するので、少量のアルコールを

加えて分解を防止する。 

 ４：火気に対して安全で隔離された場所に、硫黄、ヨード、ガソリン、アルコールと離

して保管する。鉄、銅、鉛等の金属容器を使用しない。 
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問６５、６６ 以下の物質の代表的な用途として、最も適当なものはどれか。 

  問６５ クロム酸ナトリウム   問６６ トルエン 

 １：工業用の酸化剤、製革用、試薬 

 ２：せっけん製造、パルプ工業、試薬、農薬 

 ３：農薬として、種子の消毒、温室の燻
くん

蒸剤 

 ４：爆薬・染料・香料などの原料、溶剤 

問６７、６８、６９ 以下の物質の廃棄方法として、最も適当なものはどれか。 

  問６７ 硅
けい

弗
ふつ

化ナトリウム   問６８ 四塩化炭素   問６９ 硫酸 

 １：水に溶かし、水酸化カルシウム等の水溶液を加えて処理した後、希硫酸を加えて中

和し、沈殿ろ過して埋立処分する。 

 ２：セメントを用いて固化し、溶出試験を行い、排出量が判定基準以下であることを確

認して埋立処分する。 

 ３：徐々に石灰乳などの撹拌
かくはん

溶液に加え中和させた後、多量の水で希釈して処理する。 

 ４：過剰の可燃性溶剤又は重油等の燃料とともに、アフターバーナー及びスクラバーを

備えた焼却炉の火室へ噴霧してできるだけ高温で焼却する。 
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問７０、７１ 以下の物質の識別方法として、最も適当なものはどれか。 

  問７０ アンモニア水   問７１ 蓚
しゅう

酸 

 １：アルコール溶液に、水酸化カリウム溶液と少量のアニリンを加えて熱すると、不快

な刺激臭を放つ。 

 ２：水溶液は過マンガン酸カリウムの溶液の赤紫色を消す。 

 ３：濃塩酸を潤したガラス棒を近づけると、白い霧を生じる。 

 ４：フェーリング溶液とともに熱すると、赤色の沈殿を生成する。 

問７２ 第１欄の記述は、ある物質が多量に漏えいした際の措置に関するものである。第

１欄の記述に該当する物質として、最も適当なものは第２欄のどれか。 

 第１欄 

  漏えいした液は土砂等でその流れを止め、これに吸着させるか、または安全な場所に

導いて、遠くから徐々に注水してある程度希釈した後、水酸化カルシウム、炭酸ナトリ

ウム等で中和し多量の水で洗い流す。 

  この場合、高濃度の廃液が河川等に排出されないよう注意する。 

 第２欄 

 １：クロロホルム   ２：四塩化炭素   ３：硝酸   ４：水酸化ナトリウム 
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問７３、７４、７５ 以下の物質の取扱上の注意事項として、最も適当なものはどれか。 

  問７３ 過酸化水素水    

問７４ 重クロム酸アンモニウム 

  問７５ 水酸化カリウム 

 １：可燃物と混合すると常温でも発火することがある。200℃付近に加熱すると光を発

しながら分解する。 

 ２：アルミニウム、錫
すず

、亜鉛などの金属を腐食して水素ガスを生成し、これが空気と混

合して引火爆発することがある。 

 ３：火災などで強熱されるとホスゲンを生成するおそれがある。 

 ４：分解が起こると激しく酸素を生成し、周囲に易燃物があると火災になるおそれがあ

る。 
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